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岐阜高山教務所だより 
 

高ひだ御坊真宗公開講座のご案内（2/4） 

飛騨御坊真宗教化センターでは、多くの方々に仏法に触れていただく機会となるよう、各団体の御

協力で、真宗公開講座を開催しています。 

つきましては下記の通り開催いたしますので、有縁の方々とお誘いあわせのうえ、ご聴聞ください。 

 

日 時  ２０２５年２月 4日（火） 午後２時から 

講 師  酒井 義一氏（東京教区存明寺住職） 

講 題  「道を求めて止まず」―私にとってのハンセン病問題― 

会 場  高山別院御坊会館 

参加費  500円 

主 催  高山地区真宗同朋会 

 

岐仏教公開講座のご案内（2/20） 

「生きるってどういうこと」を年間テ－マとし、「眼(まなこ)をひらく 心(こころ)をひらく」をサブテーマと

して、第 234 回を開催いたします。一人でも多くの有縁の同朋と共に、仏法聴聞の場に出遇っていた

だきますようご案内申し上げます。 

 

日 時 2月２０日（木）午後 2時から 

講 師 真城 義麿 氏 

（四国教区善照寺住職） 

講 題 「ふかきみのりにあいまつる」 

会 場 岐阜高山教務所 

聴講料 年間聴講券（5,000円） 

    当日券（500円） 

 

 

 

【先生からのメッセ―ジ】 

「仏法聞き難し」、語られた仏法を聞いたからとい

って仏法に出遇ったことにはなりません。 

素直に法話（教え）に耳を傾け、それまで生きてき

た中の様々が重なっていき、聞こえ（聞く私）が変

わっていきます。 

聞こえてくる仏法が、私の心の奥底に眠っていた

「問い」を掘り起こしてくれ、私が本当に求めてい

たのはこのことであったと、仏法との出遇いとなる

のでしょう。 



4                岐阜高山教区教化テーマ 「南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をたずねていこう」 

敬 弔 
 

ご生前のご遺徳を偲び、 

謹んで哀悼の意を表します。 

第１５組 浄因寺 前坊守 

  玉腰 化子 様 1 月４日  命終 
第５組 法圓寺 住職 

  岩崎 博道 様 1 月 19 日 命終 

 

 
今月のテレホン法話 

テーマ 

いのちの出会い「真実の声を」 

℡（058）265-0033 

2月 1日～末日 

大泉 信吾 氏 

（荘白川組明善寺住職） 

 

 

書籍の紹介 
【書 籍 名】  真宗大谷派 儀式規範 

【定 価】  ￥3,850 （税込） 

真宗大谷派の儀式の意義、歴史を明らかにし本山・

別院・寺院・門徒宅の儀式、声明、法要や式次第を網

羅。また、写真付きで荘厳や装束の紹介をしているほ

か、関連条例も収載した真宗大谷派の儀式を学ぶ決

定版。 

A5判・箱入・390頁 

※教務所・教務支所に  

在庫有ります 

 
 
 
 
 

 
 

２月の主な行事 

3日（月）〔13時半〕慶讃広報部会岐高 

〔13時半〕坊守会高山支部研修会高 

4日（火）〔14時〕児連会議岐 

      〔14時〕真宗公開講座高 

      〔15時〕同朋の会教導会 

5日（水）〔14時〕寺院活性化支援員基礎講習岐高 

6日（木）〔14時〕三部会正副幹事会岐 

7日（金）〔14時〕慶讃法要教化部会岐高 

8日（土）〔14時〕大谷保育協会支部研修会岐 

10日（月）〔14時〕出版委員会岐 

13日（木）〔10時〕岐阜地区同推協報恩講岐 

14日（金）〔13時半〕飛騨教化センター企画会議高 

〔14時〕参事会常任委員会作業部会岐 

〔15時〕岐阜地区解推輪読会岐 

15日（土）〔10時〕声明講座岐 

17日（月）〔13時半〕真宗同朋会会議高 

〔14時〕組門徒会ｶﾘｷｭﾗﾑ研修会岐 

〔19時〕教化学研修室岐 

18日（火）〔14時〕慶讃総務会岐高 

19日（水）〔13時半〕サラナン岐 

       〔14時〕解放推進協議会輪読会高 

20日（木）〔14時〕仏教公開講座岐 

21日（金）〔13時半〕センター別院組長懇談会高 

       〔14時〕聖典学習会②岐 

       〔19時〕教化学研修室岐 

26日（水）〔13時半〕サラナン岐 

27日（木）〔19時〕教化研究所高 

28日（金）〔14時〕寺院活性化支援員基礎講習岐高 
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得度事前研修会について（ご案内） 
１ 日 時： 岐阜地区→2025年 3月 31日（月）午前９時３０分～午後４時 

高山地区→2025年 4月 4日（金） 午前９時３０分～午後４時 

       終了後引き続き得度考査実施予定。 

２ 会 場： 岐阜高山教務所（岐阜東別院）又は高山教務支所（高山別院） 

３ 対 象： 得度式を受式予定の方 

４ 申 込： 参加申込書にご記入の上、3月 14日（金）までに教務所・支所へ提出 

※岐阜高山教区では得度を受式していただくためには、得度考査に先立ち事前に得度研修会の受

講が必要になっております。 

※詳細は、「教務所だより１月号」同封のご案内をご覧ください。 

 
聖典・聖教学習会について（ご案内） 

講 師  名和 達宣 氏（教学研究所所員） 

テーマ  宗祖親鸞聖人と「観経」 ―「是旃陀羅」問題をふまえて― 

期 日  【第 1回】 3月 7日（金） 岐阜高山教務所（メイン会場） 

【第 2回】 4月 3日（木） 高山教務支所（メイン会場） 

【第 3回】 5月 7日（水） 高山教務支所（メイン会場） 

時 間  午後 2時～5時（共通）  

会 場  教務所及び支所に限りWEB聴講有 

        ※第 1種教師陞補対象研修会です。 

 持ち物   『真宗聖典』、念珠、ﾃｷｽﾄ『御同朋を生きる』、『是旃陀羅問題について』 

 

門徒戸数調査の継続点検について 

現在、教区門徒戸数調査委員会では、門徒戸数調査に関する条例第１２条や第２４条に規定されて

いる継続点検の取り組みを進めております。 

 教区調査委員会では、教区が継続点検を実施することの意義として、「教区、組、寺院において、今

後の教化事業を模索していくにあたり、基底をなすのは、現場である寺院の実情把握である。」との 

意見が提示されております。 各寺院・教会、各別院においても、継続点検の取り組みが実情把握の 

一助となることを願っております。 

つきましては、各寺院・教会、各別院におかれましては、今までの門徒戸数調査 （第 1回から第４回

まで）において届け出いただいた数値を各自お確かめいただきますよう、ご協力をお願い申し上げま

す。（教務所への報告は不要です。） 

なお、教区調査委員会では、第１回から第 4回における調査結果（合計門徒指数や合計門徒戸数の

数値）に関する資料や、各寺院所在地における人口動態の推移に関する分析資料を所有しております。

紙面による情報提供もできますので、ご入用の方は、岐阜高山教務所までお問合せください。 
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岐阜地区教化センター研修会のご案内 

聖典学習会 
【第１回】202５年 1月 27日（月）   

『親鸞聖人御消息』 済 

【第２回】202５年 2月 21日（金）   

『恵信尼消息』 

講  師 東舘 紹見 氏 （大谷大学教授） 

時 間 午後２時～5時  

会 場 岐阜高山教務所・ 

高山教務支所（WEB） 

WEB配信 

その他 ①WEB 参加を希望される方は岐阜

高山教務所ホームページに設置して

あります申込フォームよりお申し込

みください。 

    ②第 1種教師陞補対象研修会です。 

声明講座 

日 時 2月 15日（土） 10時～12時 

会 場 岐阜高山教務所 2階和室 

内 容 「正信偈草四句目下」 

講 師 藤井 淳俊 氏（第 3組河野圓城寺） 

参加費 当日券 500円 

持ち物 真宗大谷派声明集 

     大谷声明集（上）でも可 

その他 事前申込不要 

 

（今後の声明講座） 10時～12時 

3月 8日（土）  「浄土三部経」 

 

 

  

 

コラム「所員のつぶやき」 

 雪が降り積もると、別院の色々な屋根から雪が落ちてきます。そんな景色を見ながら、思い出すこと

があります。  

私が小さい頃は、今よりも雪の量が多く、屋根から落ちてきた雪もすごい山になっていました。そこ

へ、スキーウェアを着てプラスチックのスコップを持ち、友達と毎日のように通っていました。山門の屋

根からなだれ落ちてできた雪山に穴をあけ、大きいかまくらを作ろうとしていました。今思うとなかなか

危険な事をしていたなと感じますが、その時は夢のかまくら作りにとにかく夢中になっていたのを覚え

ています。しかし、子どもだけでやるには限度があり、なかなか進まず、これはもう無理なのかと諦めか

けていた時、どこかの知らないおじさんが立派なスコップを持って登場。かまくら作りを手伝ってくれた

のです。おかげさまで、念願の大きなかまくらが完成（？）。正直言うと、かまくらが完成したかどうか、

はっきりは覚えておらず、ただ“知らないおじさんが手伝ってくれて嬉しかった。“という事が印象的で

す。今思えば、あんな良いスコップを持って登場するという事は、もしかして別院の関係者の方だった

のか？！もしくは、お参りに来た方だったのか・・・。何にせよ、私にとって印象的な思い出の一つになっ

ている事、今更ながらそのおじさんに感謝をしています。心当たりある方がおみえで

したら、お声がけください！（※知らない人にも屋根から落ちる雪にも注意！良い子

は真似しないでね。）        

高山教務支所教区雇員 平田 彩美

 


